JAL・ANAのGW予約、国内線予約率5割以上

国際線総予約数3倍以上、予約率6割超える

　JAL、ANAのゴールデンウィークの予約状況は、国内線の総予約数が前年比から増加し、予約率も5割以上に上昇している。一方で、国際線は総予約数が3倍以上増加し、予約率も6割以上に達するなど回復し、ハワイ線など観光路線も復調が見えてきた。ただ、コロナ前の比べると、国際線はもとより、国内線もまだまだ開きがある。

　JAL、予約数コロナ前75%、那覇臨時便41便

　ハワイ線前年比9倍、人気復活で満席の日も

　日本航空（JAL）グループは、国内線が上下線合計で提供席数は55.6％増の122万1044席、総予約数は103.8％増の72万9911席、予約率は前年の45.6%から14.2ポイント上昇して59.8%と6割近くに及んだ。国内線は臨時便を合計91便運航予定で、うち那覇線は41便と45％に及ぶ。2019年のコロナ前の比べると、総予約数は75%まで回復した。
　国際線は提供席数が35.1%増の11万5363席、総予約数は320.7%増の6万9170席、予約率は前期の19.3％から一挙に60.0%まで上がった。国際線の搭乗率はハワイ・グアム線が77.2%と最も高く、東南アジア線70.7%、中国線68.3%、欧州線55.6％、北米線55.1%、オセアニア線51.2％と続く。とくにハワイ線の予約数は、前年比で約9倍となり、日によってはほぼ満席状況もあり、JALでは「久しぶりのハワイ人気復活の兆しが鮮明になっている」としている。2019年比では総予約数は27%だった。

　ANA、沖縄の予約率55.2%、臨時便251便運航

　国際線予約数5倍近く、アジア−北米接続増加

　全日空（ANA）は、国内線が提供席数は前年比25.2%増の153万1722席、予約数は46.9%増の78万3788人、予約率は前期の43.6%から51.2%に上昇した。しかし、コロナ前の2019年比では提供席数は15.0%減、予約数は41.7%減、予約率は23.4ポイント下降している。方面別では、沖縄が55.2%、東北・北陸が52.2%、九州が50.6%、北海道が50.2%。臨時は羽田−札幌・福岡・沖縄・石垣・宮古を中心に設定。期間中は計251便を運航する。
　国際線は提供席数が前年比32.3%増の9万8012席、予約数が463.9%増の6万4896人、予約率が前年の15.5%から50.7ポイント上昇して66.2%と6割を超えた。
入国規制の段階的緩和でアジア・北米間の接続需要が堅調に推移。ただ、コロナ前の2019年比では予約数は2割程度、利用率は11.7ポイント減と低調にとどまっている。国際線の方面は中国が82.3%、アジア・オセアニアが70.5%で、ハワイが65.1%。北米も64.0%だった。

